
　
基
礎
学
力
の
育
成
や
協
働
性
の
伸
長
な
ど
に
力
を

入
れ
る「
大
阪
府
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
」
で

あ
る
大
阪
府
立
箕み

の

面お

東
高
校
。
２
０
２
５
年
度
か
ら
、

「
や
る
や
ん
！　
み
の
ひ
が
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、

生
徒
が
自
分
の
将
来
を
前
向
き
に
考
え
て
行
動
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
進
路
指
導
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
（
Ｐ
．２
図
１
）。「
産
業
社
会
と
人

間
」
と
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
取
り
組
む
探
究
学

習
も
、
生
徒
が
自
己
を
探
究
す
る
活
動
を
軸
と
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
刷
新
し
た（
Ｐ
．２
図
２
）。
進
路
指

導
主
事
の
吉
田
拓
郞
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
以
前
の
探
究
学
習
も
自
己
探
究
を
目
的
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
各
授
業
の
前
後
の
つ
な
が
り
が
希
薄
で
、

生
徒
の
学
び
が
深
ま
ら
な
い
状
態
で
し
た
。そ
こ
で
各

学
年
の
ゴ
ー
ル
を
具
体
化
し
、そ
の
達
成
に
向
け
て
毎

授
業
の
活
動
を
系
統
化
し
、ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
調

査
・
探
究
を
積
み
重
ね
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
」

　
25
年
度
か
ら
の
１
年
次
の「
自
己
探
究
」は
、
年
度

末
の
ゴ
ー
ル
を
「
６
０
０
字
の
自
己
Ｐ
Ｒ
文
の
作
成
」

に
設
定
。「
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」（
＊
１
）の
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、自
分
の
関
心
や
得
意
な
こ
と
を
追
究
し
た
り
、

身
の
回
り
や
社
会
へ
の
関
心
事
か
ら
学
問
・
職
業
を

考
え
た
り
す
る
活
動
に
取
り
組
む
。そ
う
し
て
自
己
理

解
を
深
め
な
が
ら
、生
徒
個
々
に
強
み
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
け
る
よ
う
に
各
授
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し

た
と
、
25
年
度
１
学
年
主
任
の
札ふ

だ

木き

理お
さ
む

先
生
は
語
る
。

　
「
自
己
Ｐ
Ｒ
文
を
構
成
す
る
要
素
を
集
め
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
年
間
の
指
導
計
画
を
立
て
、
生
徒
に
も

授
業
の
見
通
し
を
示
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
が
明
確

に
な
り
、
各
授
業
が
そ
の
ゴ
ー
ル
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
理
解
し
た
生
徒
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
授
業

に
し
っ
か
り
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
２
年
次
は
、
１
年
次
に
見
い
だ
し
た
自
分
の
関
心

や
強
み
が
ど
の
分
野
で
ど
の
よ
う
に
生
か
せ
る
の
か

と
い
う
課
題
に
向
き
合
い
、
将
来
を
具
体
的
に
描
く

◉
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
学
び
が
積
み
上
が
る
よ
う
、３
年
間
の
活
動
を
系
統
化

◉
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
、生
徒
が
で
き
た
こ
と
を
「
や
る
や
ん
！
」
と
教
師
が
価
値
づ
け

生徒の
転換点

＊１　ベネッセが提供する、進路・探究・表現学習を統合的に支援するデジタル教材。
＊２　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！

自
己
探
究
か
ら
進
路
実
現
へ
。

学
年
ご
と
に
ゴ
ー
ル
を
定
め
、

生
徒
の「
で
き
る
」を
増
や
し
て
い
く

大
阪
府
立
箕み

の

面お

東
高
校

Turning Point

活動の系統化を図り、
ゴールを明確にした
学びを実現

進
路
指
導
主
事

吉
田
拓
郞 

よ
し
だ
・
た
く
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
理
科（
化
学
）。

就
職
主
担

札
木
　
理  

ふ
だ
き
・
お
さ
む

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
理
科（
生
物
）。

25
年
度
１
学
年
主
任
。

自
己
Ｐ
Ｒ
文
の
作
成
を
ゴ
ー
ル
に
、

自
分
自
身
の
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
探
究

設
立　

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年　

形
態　

全
日
制
／
総
合
学

科
／
共
学　

生
徒
数　

１
学
年
約
１
２
０
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　

国
公
立
大
は
、
筑
波
技
術

大
に
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
立
命
館
大
、
大
阪
青
山
大
、

大
阪
学
院
大
、
大
阪
国
際
大
、
大
手
前
大
、
神
戸
松
蔭
大
な
ど

に
延
べ
19
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
44
人
。
就
職
40
人
。

学校概要

生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。
探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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た
め
の
「
進
路
探
究
」
に
取
り
組
む
。
そ
の
ゴ
ー
ル

は
年
度
末
の
進
路
希
望
調
査
で
自
分
の
希
望
進
路
が

書
け
る
こ
と
だ
。
授
業
で
は
十
数
回
に
わ
た
っ
て
大

学
や
専
門
学
校
、
企
業
な
ど
か
ら
講
師
を
招
き
、
学

問
や
仕
事
へ
の
見
聞
を
広
め
る
。
そ
し
て
自
ら
も
調

査
を
重
ね
、
人
生
観
や
仕
事
観
を
深
め
て
い
く
。

　
そ
し
て
３
年
次
は
、
２
年
次
ま
で
に
深
め
て
き
た

自
己
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
踏
ま
え
て
「
進
路
実
現
」

に
向
け
て
動
き
出
す
。
進
学
希
望
者
は
志
望
校
研
究

や
志
望
理
由
書
の
作
成
な
ど
に
、
就
職
希
望
者
は
企

業
研
究
や
面
接
練
習
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
生
徒
の
学
び
を
下
支
え
す
る
の
が
、「
や
る
や
ん
！ 

み
の
ひ
が
」
に
基
づ
く
教
師
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
声
か

け
だ
。
例
え
ば
授
業
中
、
教
師
は
教
室
を
回
り
、
真

剣
に
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
い
た
り
、
自
分
の
言
葉

で
考
え
を
書
い
て
い
た
り
す
る
生
徒
を
す
か
さ
ず
「
や

る
や
ん
！
」
と
褒
め
る
。
教
師
か
ら
肯
定
さ
れ
る
こ

と
は
、
生
徒
に
と
っ
て
「
こ
れ
で
い
い
ん
だ
。
次
も

頑
張
ろ
う
」
と
い
っ
た
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
教
科
の
授
業
以
上
に
協
働
の
機
会
が
多
く
、
正
解

が
1
つ
で
は
な
い
こ
と
に
取
り
組
む
探
究
学
習
で
は
、

ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
で
き
て
い
る
点
を
褒
め
、
生

徒
が
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
中
で
、
生
徒
に
は
『
希
望
進

路
を
諦
め
な
く
て
も
い
い
ん
だ
』『
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し

た
い
』
な
ど
と
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」（
吉
田
先
生
）

　
同
校
の
探
究
学
習
は
個
人
で
の
調
査
を
起
点
と
し
、

調
査
の
結
果
を
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
て
自
分

の
考
え
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
る
（
図

３
）。
他
者
と
か
か
わ
る
こ
と
が
苦
手
な
ど
、
多
様
な

背
景
を
持
つ
生
徒
が
い
る
た
め
、
教
師
は
柔
軟
な
支

援
を
心
が
け
て
い
る
。

　
「
個
人
ワ
ー
ク
だ
け
で
は
生
徒
の
世
界
は
広
が
り
ま

せ
ん
が
、
か
と
い
っ
て
協
働
を
無
理
強
い
し
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
間
の
対
話
が
難
し
い
場
合
は
、

教
師
が
生
徒
の
対
話
の
相
手
に
な
っ
た
り
、
生
徒
が

書
い
た
内
容
を
教
師
が
見
取
り
、『
こ
ん
な
こ
と
を
書

い
て
い
る
人
が
い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
』
な
ど
と
教

室
全
体
に
紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
」（
札
木
先
生
）

　
そ
う
し
た
刷
新
を
受
け
、
多
く
の
生
徒
が
自
己
理

解
を
深
め
た
上
で
１
年
次
の
自
己
Ｐ
Ｒ
文
を
書
い
た
。

自
ら
進
路
指
導
室
を
訪
れ
た
り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
た
り
と
、
主
体
的
に
進
路
を
考
え
る

生
徒
も
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
26
年
度
、２
年
次

の
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト（
＊
２
）で
は
、１
年
次
よ
り

も
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
と
い
う
結
果
も
得
ら
れ
た
。

　
26
年
度
は
３
年
次
の
探
究
学
習
の
刷
新
を
進
め
て

い
る
。
大
半
の
生
徒
の
進
路
が
決
定
す
る
10
月
以
降

に
、
地
域
課
題
を
題
材
に
し
た
探
究
学
習
に
取
り
組

み
、
そ
の
成
果
発
表
会
を
12
月
に
行
う
予
定
だ
。

　
「
限
ら
れ
た
時
間
で
も
地
域
の
課
題
を
探
究
す
る

経
験
を
通
じ
て
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
高
め
、
他
者

と
協
働
す
る
力
を
さ
ら
に
磨
い
て
本
校
を
巣
立
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
発
表
会
に
は
地

域
の
方
々
を
招
待
す
る
予
定
で
す
。
校
外
の
人
の
前

で
発
表
す
る
経
験
が
生
徒
の
『
や
る
や
ん
！
』
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
吉
田
先
生
）

※図２・３ともに学校資料を基に編集部で作成。

同校の略称を含めた「やるやん！　みのひが」
を進路指導のキャッチコピーに（図１）。「み
のひが」の１文字１文字を進路指導のステッ
プとして示し、それを基に探究学習の流れも
構築した（図２）。そして、教師は生徒がで
きたことを「やるやん！」と認めるという姿
勢で生徒の探究学習を支援している（図３）。
※学校資料をそのまま掲載。

で
き
た
こ
と
を
す
か
さ
ず
褒
め
、

前
向
き
に
取
り
組
む
意
欲
に
つ
な
げ
る

探究学習の３年間の流れ（2026年度）図２

ワークの趣旨と教師の支援図３

個人ワーク ペアワーク グループワーク

ワーク
の趣旨

自分で考え、それを言
語化する

自分の考えを他者と共
有し、視野を広げる

グループやクラスで考え
を共有して、つながる

教師の
支援

生徒の取り組む姿勢や
記述をその場で認め、
褒める

生徒間の対話が難しい
場合、机間指導で声か
け

生徒のよい記述を教師が
取り上げ、全体に伝える

進路指導のキャッチコピー図１

学年 １年次 ２年次 ３年次

目的 自己探究 進路探究 進路実現

ねらい 自己理解・自身の
強みの探究

自分の関心・強みを
生かせる分野の探究

希望進路の実現に向けた探究

主な
活動

自己理解、学問理
解、社会理解、外
部講演

大学、専門学校、企
業等の講演会（十数
回）、進路先探し

【４〜９月】進学希望者：志望
校研究、志望理由書作成、面接
練習／就職希望者：企業研究、
面接練習、学科試験対策
【10〜１月（予定）】地域課題に
取り組み、その成果を発表

ゴール 自己PR文（600字） 進路目標の決定 進路決定

箕面東高校が取り組む、生徒の力を引き出す支援の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。次
の関連記事のタイトルをクリックしてアクセスしてください。▶「大阪府・エンパワメントスクール『基礎力診断テスト』合同分析会『生
徒の力を引き出す学校』として、 生徒を支援するためにできることを、学校を超えて共有する」

関連記事はこちら！
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